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ドレスデン-ロッセンドルフ研究所（HZDR）の制動放射線を用いて、Pb-206 の核共鳴蛍光散乱実験を行

った。その結果、励起エネルギー3.7 から 8.2MeV 領域において、88 本の共鳴準位を観測した。得られた

散乱強度データを用いて、Pb-206 の共鳴吸収断面積を求め、不安定核 Pb-205 の中性子捕獲断面積の評価

を行った。 
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1. 緒言 

鉛、ビスマス同位体は加速器駆動システム（ADS）においてターゲットとして使用されるため、システ

ムの設計には、これらの同位体の中性子断面積データが必要である。しかしながら、鉛同位体の内、不安

定核 Pb-205（半減期 1.73×107 年）は、安定核 Pb-204 の中性子捕獲によって生成され、中性子捕獲によ

り安定核 Pb-206 となるが、その中性子捕獲断面積はよくわかっていない。そこで、Pb-206 の核共鳴蛍光散

乱強度を測定し、得られた実験データを基に、Pb-205 の中性子捕獲断面積の評価を行った。 

2. 核共鳴蛍光散乱実験 

実験は、HZDR の制動放射線施設で行った。厚さ 

2.2mm、直径 2cm の濃縮 Pb-206 ターゲット（濃縮度 

99.3%）をビーム軸に対して 45 度傾けて設置し、最大

エネルギー10.5MeV の制動放射線を照射した。ターゲ

ットから放出される共鳴散乱ガンマ線を散乱角 90 度

と 127 度に設置した計 4 台の高純度ゲルマニウム検

出器を用いて計測した。 

3. 結論 

本測定で観測した 88 本の共鳴準位及び準連続状態

に起因する散乱強度を基に、Pb-205 の中性子捕獲断面

積の評価を行った。その結果、図１に示すように、

TENDL-2015、JEFF-3.2 の評価値とほぼ一致する結果が

得られた[1]。 
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図 1. Pb-205 の中性子捕獲断面積 
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